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一般質問に６名の議員が登壇

６月第２回定例会　平成２７年度補正予算等を審議
補正予算・人事案件を可決

傍聴席も多数の住民の方々で満席に

SEPTEM
BER



平成２７年　第２回定例会開催

補正予算  人事案件を審議
平成 2７年第２回定例会が、６月１8日・１9日の２日間開催され、平成 2７年度補正
予算を主に、人事案件等が上程されました。２日目は一般質問が行われ、６人の議員が質
問に立ちました。

定
例
会
初
日
の
審
議
状
況

　

初
日
に
審
議
さ
れ
た
議
案

○
平
成
二
十
七
年
度
津
奈
木
町

一
般
会
計
補
正
予
算

○
平
成
二
十
七
年
度
津
奈
木
町

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

○
平
成
二
十
七
年
度
津
奈
木
町

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算

○
平
成
二
十
七
年
度
津
奈
木
町

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算

○
平
成
二
十
七
年
度
津
奈
木
町

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

　
定
例
会
初
日
、
平
成
二
十
七
年
度
補
正
予
算
並
び
に
教
育
委

員
会
委
員
の
任
命
同
意
等
の
審
議
が
行
わ
れ
、
全
て
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

質疑に対し答弁を行う西川町長

主
な
補
正
予
算

　
　
　
審
議
の
概
要

　

質
疑　
（
村
上
義
廣
議
員
）

　
　

保
育
園
費
の
工
事
請
負
費

駐
車
場
整
備
工
事
、
土
地
購
入

費
の
内
容
は
。

　
　

現
在
、
保
育
園
に
は
八

台
分
の
駐
車
場
し
か
な
く
、
職

員
も
路
上
駐
車
を
し
て
い
る
状

況
で
あ
る
た
め
、
保
育
園
隣
の

田
ん
ぼ
九
百
二
十
六
㎡
を
購
入

予
定
で
あ
る
。
八
百
五
十
㎡
が

駐
車
場
で
残
り
を
交
流
農
園
に

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
整
備

後
は
、
三
十
四
台
分
の
駐
車
ス

ペ
ー
ス
が
出
来
る
予
定
で
あ

る
。

  

質
疑　
（
川
野
雄
一
議
員
）

　
　

企
画
費
に
予
約
型
乗
合

タ
ク
シ
ー
運
行
費
と
し
て
報
酬

予
算

○
平
成
二
十
七
年
度
津
奈
木
町

恒
久
対
策
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算

○
津
奈
木
町
議
会
会
議
規
則
の

一
部
改
正

○
平
成
二
十
七
年
度
津
奈
木

町
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て
の
質
疑
応
答
　

百
七
十
二
万
一
千
円
、
委
託
料

三
百
十
四
万
七
千
円
が
増
額
さ

れ
、
負
担
金
補
助
二
百
二
十
五
万

円
減
額
の
理
由
は
。

　
　

報
酬
の
増
額
は
、
事
務
員

二
名
を
町
で
直
接
雇
用
に
し
た

た
め
、
委
託
料
に
つ
い
て
は
、

当
初
概
算
で
試
算
し
て
い
た
の

を
、
先
進
地
等
の
積
算
資
料
に

よ
り
試
算
し
た
結
果
一
日
当
た

り
の
経
費
一
万
三
千
七
百
円
が

二
万
一
千
五
百
円
と
な
っ
た
た

め
、
負
担
金
補
助
の
減
額
は
、

事
務
員
二
名
を
町
で
直
接
雇
用

と
し
た
た
め
で
あ
る
。

　
　

十
月
一
日
運
行
開
始
に
向

け
て
運
賃
、
停
留
所
、
運
行
時

間
等
は
決
定
し
た
の
か
。

　
　

運
賃
は
、
町
内
一
律

三
〇
〇
円
、
水
俣
等
の
特
定
施

設
（
病
院
）
八
〇
〇
円
、
停
留

所
は
一
〇
〇
箇
所
程
度
、
運
行

時
間
は
一
日
八
便
で
午
前
七
時

～
午
後
六
時
を
予
定
し
て
い

る
。

　
　

観
光
費
に
観
光
施
設
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教
育
委
員
会
委
員
に

雜
賀
優
実
氏
を
同
意

　

教
育
委
員
会
委
員
の
田
上
智

昭
氏
が
任
期
満
了
に
よ
り
退
任

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
新
た
に

雜さ
い

賀が

優ゆ
う

実み

氏
が
全
会
一
致
で
任

命
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

問問

問 問答

答答



６月定例会 案
内
看
板
改
修
施
設
委
託
料

百
四
十
万
九
千
円
、
サ
イ
ン
用
地

賃
貸
料
一
万
円
の
補
正
理
由
は
。

　
　

委
託
料
は
、
西
回
り
自
動

車
道
津
奈
木
Ｉ
Ｃ
開
通
に
向
け

て
町
内
十
三
箇
所
に
設
置
し
て

あ
る
観
光
案
内
看
板
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
す
る
為
の
設
計
を
委
託
す
る

も
の
で
あ
る
。
用
地
賃
貸
料
は
、

撤
去
予
定
の
案
内
板
の
用
地
交

渉
が
進
展
し
な
い
た
め
。

　

質
疑　
（
栁
迫
好
則
議
員
）

　
　

地
域
振
興
費
に
、
一
般

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
補
助

金
二
百
五
十
万
、
長
寿
社
会

づ
く
り
ソ
フ
ト
事
業
補
助
金

百
二
十
七
万
円
の
補
正
内
容
は
。

　
　

一
般
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業

は
、
宝
く
じ
の
助
成

金
で
中
尾
地
区
公
民

館
の
備
品
及
び
イ
ベ

ン
ト
用
品
等
の
購
入

事
業
に
充
て
る
。
長

寿
社
会
づ
く
り
ソ

フ
ト
事
業
は
、
地

域
医
療
等
振
興
自
治
宝
く
じ
の

助
成
金
で
、
浜
崎
地
区
の
高
齢

者
を
中
心
と
し
た
パ
ソ
コ
ン
教

室
を
年
間
二
十
四
回
開
催
す
る
。

　
　

体
育
施
設
費
に
総
合

グ
ラ
ン
ド
暗
渠
排
水
工
事
費

千
二
百
八
十
六
万
九
千
円
が
計

上
さ
れ
て
い
る
が
そ
の
工
事
内

容
は
。

　
　

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
暗
渠

排
水
工
事
は
ト
ラ
ッ
ク
フ
ィ
ー
ル

ド
部
分
に
つ
い
て
は
施
工
済
で
あ

る
が
、
今
回
は
水
は
け
の
特
に

悪
い
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
側
の
Ｃ
と
Ｄ

コ
ー
ト
部
分
を
施
工
す
る
。
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浜崎地区で行われているパソコン教室

　

質
疑　
（
久
村
昌
司
議
員
）

　
　

財
政
調
整
基
金
積
立
金
等

の
内
訳
は
。

　
　

定
期
貯
金
の
利
息
が
低

い
た
め
、
二
十
年
の
大
阪
市

債
を
一
億
円
購
入
し
、
年
利

一.

一
三
八
％
で
利
息
百
十
三
万

円
を
予
定
し
て
い
る
。
減
債
基

金
に
つ
い
て
は
二
十
年
の
国
債
を

二
億
円
購
入
し
、
年
利
一.

二
％

で
利
息
二
百
四
十
万
円
、
社
会

福
祉
振
興
基
金
積
立
金
は
二
十

年
の
千
葉
県
債
を
一
億
円
購
入

し
、
年
利
一.

一
三
八
％
で
利
息

百
十
三
万
円
を
予
定
し
て
い
る
。

長寿社会づくりソフト事業費補助金（浜崎地区） 　１，２７０千円

８，１５８千円

補正予算の主な事業（一般会計）

平国小学校閉校記念事業補助金 １，０００千円

観光施設案内看板改修設計委託 １，４０９千円

総合グラウンド暗渠排水工事 １２，８６９千円

一般コミュニティ助成事業補助金（中尾地区） 　２，５００千円

津奈木保育園駐車場整備工事

問

問

問

答

答

答

答
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６月定例会

◎
今
回
、
議
員
定
数
が
削
減
さ

れ
る
と
同
時
に
議
員
も
大
幅
に

若
返
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
議

会
を
傍
聴
に
行
き
ま
し
た
。
先

輩
の
議
員
は
と
も
か
く
、
新
人

議
員
も
ま
だ
日
が
浅
い
の
に
よ

く
勉
強
し
て
お
ら
れ
る
な
と
頼

も
し
く
な
り
ま
し
た
。
議
場
は

立
ち
見
が
出
る
ほ
ど
傍
聴
者
の

方
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
町
民
の
皆
さ
ん
が

傍
聴
に
行
き
た
く
な
る
魅
力
あ

る
議
会
に
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
（
六
十
代
・
男
性
）

◎
今
回
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
で
町
議

会
を
傍
聴
し
ま
し
た
。

　

議
会
も
若
返
り
、期
待
と
少
々

の
不
安
を
持
っ
て
出
か
け
ま
し

た
が
、
新
人
議
員
さ
ん
た
ち
も

自
分
の
意
見
を
堂
々
と
述
べ
ら

れ
大
変
好
感
が
持
て
ま
し
た
。

女
性
議
員
も
二
名
と
な
り
大
歓

迎
で
す
。

　

厳
し
い
財
源
の
中
、
課
題
は

山
積
し
て
い
ま
す
が
、
固
定
観

念
に
捉
わ
れ
ず
発
想
の
転
換
を

図
り
、
超
党
派
で
住
み
た
く
な

る
町
づ
く
り
に
邁
進
し
て
欲
し

い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
（
六
十
代
・
女
性
）

◎
議
会
の
追
認
だ
け
な
ら
意
味

が
な
い
と
、
地
方
議
会
無
用
論

が
あ
る
。
定
数
削
減
の
流
れ
に

身
を
置
く
議
員
の
技
量
が
問
わ

れ
て
い
る
。
議
会
の
活
性
化
に

は
傍
聴
者
の
存
在
が
欠
か
せ
な

い
、
そ
れ
も
多
く
の
。

　

議
会
が
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機

関
な
ら
、
傍
聴
者
は
議
員
の
そ

れ
で
あ
る
。
議
会
事
務
局
も
事

前
に
質
問
者
の
氏
名
と
内
容
を

有
線
で
流
す
等
、
傍

聴
を
促
す
取
り
組
み

を
講
じ
て
欲
し
い
。

　
（
六
十
代
・
男
性
）

◎
今
ま
で
町
報
・
議

会
だ
よ
り
は
観
て
い

ま
し
た
が
、
今
回
初

め
て
傍
聴
に
行
き
議

員
任
せ
で
関
心
が
な

か
っ
た
か
を
気
付
か

さ
れ
ま
し
た
。

住
民
が
関
心
を
持

つ
こ
と
で
、
議
員
さ

ん
の
意
識
向
上
に
つ

な
が
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

議
会
の
傍
聴
を
堅

苦
し
く
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
生
の
声

議 会 を 傍 聴 し て
今回の議会にはたくさんの方々が傍聴に来られ、熱気あふれる議会
開催となりました。傍聴された方々のご感想を伺いました。

議会を傍聴してみませんか
議会は、３月、６月、９月、１２月に定例会が開催されます。開会の日程は、議会だよりや
ホームページでお知らせします。
傍聴の手続きは簡単で、傍聴当日に議場傍聴席入口の受付簿に名前等を記入して頂くだけです。
今月の定例会は、９月１４日（月）からの予定です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　■問い合わせ／議会事務局　０９６６－７８－５３５１

たくさんの方々が傍聴に来られました

を
聴
く
こ
と
で
私
達
も
住
民
の

一
員
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認

識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
年
間
を

通
じ
て
傍
聴
し
た
い
と
思
い
ま

す
。多

く
の
住
民
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
い
、
み
ん
な
で
津
奈

木
町
を
良
く
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
　
　
　
（
七
十
代
・
女
性
）



一　般　質　問

大
泊
漁
港
の
防
波
堤
局
部
改
良

事
業
の
進
捗
状
況
は

赤
崎
水
曜
日
郵
便
局
を
今
後

ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
の
か

澤井静代議員
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栁迫好則議員

　
　

大
泊
漁
港
防
波
堤
局
部
改
修
工
事

に
つ
い
て
、
進
捗
状
況
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

平
成
二
十
四
年
度
に
防
波
堤
の
緊

急
的
に
や
る
べ
き
と
こ
ろ
の
補
修
を
実

施
し
て
い
る
。

　

平
成
二
十
三
年
に
県
と
協
議
を
し
、

大
泊
漁
港
の
漁
船
が
五
十
隻
以
上
い
な

い
と
難
し
く
、
不
足
の
場
合
に
は
、
町

管
理
の
三
漁
港
を
統
合
し
て
県
に
届
け

れ
ば
実
施
可
能
と
の
事
で
あ
っ
た
。
本

年
度
県
と
再
協
議
を
し
、
概
ね
五
十
隻

以
上
で
良
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
大

泊
漁
港
の
み
で
実
施
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
現
在
、
水
産
物
供
給
基
盤
機

能
保
全
事
業
の
補
助
事
業
に
基
づ
き
、

平
成
二
十
九
年
ま
で
に
計
画
の
策
定
を

順
次
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

赤
崎
水
曜
日
郵
便
局
は
、
平
成

二
十
七
年
度
ま
で
の
事
業
で
あ
る
が
、
地

域
創
生
元
年
で
も
あ
り
、
継
続
事
業
と

し
て
取
り
組
む
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　

現
在
は
、
手
書
き
で
思
い
を
書
く

と
い
う
の
が
非
常
に
少
な
く
な
っ
て
い

る
中
で
貴
重
な
企
画
で
も
あ
り
、
津
奈

木
・
赤
崎
と
い
う
地
名
等
々
を
知
っ
て

い
た
だ
く
に
は
有
効
な
事
業
で
あ
る
。

　

継
続
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
財
源
と

ス
タ
ッ
フ
の
問
題
が
あ
る
が
、
前
向
き

に
継
続
の
方
向
で
考
え
た
い
と
思
う
。

　
　

平
成
二
十
三
年
の
議
会
答
弁
で

は
、
平
成
二
十
五
年
度
に
修
繕
計
画
を

作
成
し
、
平
成
二
十
六
年
度
に
工
事
着

工
を
目
指
す
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

今
年
度
予
算
に
は
修
繕
計
画
委
託
料
さ

え
計
上
さ
れ
て
い
な
い
の
は
何
故
か
。

　
　

大
泊
漁
港
に
つ
い
て
は
、
二
十
二
年

前
に
調
査
費
と
し
て
二
千
万
円
の
予
算

が
つ
い
て
い
た
が
、
隣
接
漁
港
と
の
同
意

が
で
き
ず
予
算
返
上
し
た
経
緯
が
あ
る
。

当
時
、
水
産
庁
の
ほ
う
に
、
説
明
に
上

が
っ
た
が
、
そ
の
時
水
産
庁
は
百
二
十
％

で
き
る
事
業
じ
ゃ
な
い
と
持
っ
て
く
る
な

と
大
変
叱
ら
れ
た
。
従
っ
て
、
福
浦
漁

港
消
波
、
大
泊
漁
港
と
な
る
が
、
福
浦

漁
港
が
支
持
基
盤
の
固
い
層
が
急
激
に

下
が
っ
て
お
り
、
当
初
よ
り
倍
近
い
予

算
が
必
要
と
な
っ
た
。

　

国
か
ら
の
補
助
金
は
二
分
の
一
し
か
な

い
の
で
、
残
り
二
分
の
一
は
自
主
財
源
と

な
る
。
財
政
的
な
問
題
が
あ
り
、
平
成

三
十
年
ま
で
に
水
産
庁
の
補
助
事
業
で

出
来
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
。

　
　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
で
、
第
九

期
津
奈
木
町
振
興
計
画
の
学
校
給
食
に

つ
い
て
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
の
た

め
の
調
理
設
備
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

受
け
入
れ
態
勢
が
整
う
と
認
識
し
て
も

い
い
の
か
。

　

ま
た
、そ
の
目
標
時
期
は
い
つ
な
の
か
。

　
　

現
時
点
で
は
、
全
て
の
ア
レ
ル

ギ
ー
段
階
の
子
ど
も
さ
ん
に
対
応
で
き

る
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
明
言
で
き

な
い
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
実
施
基
準
を
作
成
し
、
対
応

し
て
い
る
。
ア
レ
ル
ギ
ー
の
診
断
書
に

基
づ
き
、
一
番
適
切
な
対
応
を
、
保
護

者
と
学
校
、
及
び
教
育
委
員
会
や
給
食

セ
ン
タ
ー
の
栄
養
教
諭
で
直
接
面
談
を

行
い
、連
絡
を
と
り
な
が
ら
、除
去
食
や
、

献
立
自
体
が
成
り
立
た
な
く
な
る
場
合

は
、
別
の
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
い
る
。

　

事
前
に
保
護
者
と
学
校
給
食
の
提
供

の
仕
方
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、
で
き

る
限
り
の
対
応
を
し
て
い
る
。

改良が待たれる大泊漁港

問問 答

答

問問 答答

多くの手紙が送られた赤崎水曜日郵便局



津
奈
木
町
消
防
団
の
組
織
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か

上村勝法議員

一　般　質　問

つなぎ　2015.9 ｜ 6

農
漁
業
の
体
験
研
修
セ
ン
タ
ー

の
建
設
計
画
は
な
い
の
か

そ
の
他
の
質
問

◎
高
校
３
年
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化

に
つ
い
て

橋口知恵子議員

　
　

西
回
り
自
動
車
道
の
開
通
が

迫
っ
て
い
る
。
一
度
き
り
の
記
念
事
業

と
し
て
の
イ
ベ
ン
ト
（
サ
イ
ク
リ
ン

グ
・
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）

を
行
う
べ
き
だ
と
思
う
が
、
何
か
考

え
て
い
る
の
か
。

　

  

高
速
道
路
は
開
通
す
れ
ば
歩
い
て

通
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
開
通
す
る
前

に
、
例
え
ば
津
奈
木
ト
ン
ネ
ル
を
通

り
湯
浦
ま
で
を
往
復
す
る
と
か
、
十

分
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

津
奈
木
町
消
防
団
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
規
則
に
よ
る
と
、
本
部
は

団
長
一
名
、
副
団
長
三
名
と
な
っ
て
い

る
が
、
現
在
は
副
団
長
は
二
名
と
な
っ

て
い
る
の
は
何
故
か
。
ま
た
、
本
部
は

ど
の
よ
う
に
選
任
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　

副
団
長
は
、
平
成
十
六
年
四
月
に

一
名
、
女
性
分
団
に
割
り
振
ら
れ
増
員

し
て
い
る
。
七
年
間
務
め
ら
れ
、
平
成

二
十
年
三
月
に
退
団
後
空
席
で
あ
る
が
、

規
則
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
。
団
の

運
営
に
支
障
を
き
た
す
の
で
あ
れ
ば
適

任
者
を
任
命
可
能
で
あ
る
。
本
部
の
選

任
だ
が
、
団
長
は
各
分
団
長
か
ら
の
推

薦
で
町
長
が
任
命
し
、
副
団
長
は
町
長

の
承
認
で
団
長
が
任
命
し
て
い
る
。

　
　

町
の
人
口
が
減
る
に
つ
れ
団
員
の

確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
と
思
う
が
、
退

団
者
で
編
成
す
る
組
織
を
つ
く
る
考
え

は
な
い
の
か
。

　
　

で
き
る
限
り
長
く
団
員
で
頑
張
っ

て
も
ら
い
た
い
が
、　

Ｏ
Ｂ
団
員
の
再

任
用
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
制
度
を
検

討
す
る
考
え
が
あ
る
。

　
　

本
年
度
事
業
に
挙
げ
て
い
る
、
旧

赤
崎
小
学
校
校
舎
跡
地
利
活
用
構
想
業

務
委
託
に
つ
い
て
の
進
捗
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

こ
の
事
業
は
、
水
俣
・
芦
北
地
域

創
造
事
業
補
助
金
を
利
用
し
、
国
八
割
、

県
一
割
補
助
を
使
っ
て
地
域
住
民
が
利
用

し
や
す
く
、
多
数
の
人
が
訪
れ
た
く
な
る

よ
う
な
利
活
用
を
検
討
し
て
い
る
。
今
後

専
門
家
を
入
れ
て
、
地
域
住
民
関
係
者
と

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
提
案
内
容
や
意

見
を
聞
き
、
策
定
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
国
庫
補
助
事
業
の
た
め
、
国
県

の
交
付
決
定
次
第
発
注
し
、
今
年
度
中

の
策
定
を
計
画
し
て
い
る
。

　
　

計
画
さ
れ
て
い
た
水
路
の
新
設
ル
ー

ト
は
難
し
く
、
別
ル
ー
ト
を
国
土
交
通
省

に
依
頼
し
て
い
る
。
中
山
間
地
域
総
合
整

備
事
業
の
道
路
整
備
計
画
は
削
除
さ
れ

た
。
町
と
し
て
は
、
一
番
低
い
潮
溜
ま
り

の
所
の
道
路
百
数
十
メ
ー
ト
ル
を
、
あ
る

程
度
冠
水
し
て
も
車
が
行
け
る
状
況
ま
で

上
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

総
合
計
画
及
び
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
法
」
と
の
関
連
で
は
、
農

漁
業
振
興
に
つ
い
て
具
体
的
な
計
画

が
あ
る
の
か
。

　

高
齢
化
で
後
継
者
が
い
な
い
問
題

を
解
決
す
る
た
め
に
、
後
継
者
の
育

成
と
支
援
強
化
を
行
う
目
的
の
農
漁

業
体
験
研
修
セ
ン
タ
ー
を
建
設
で
き

な
い
か
。

　

 
総
合
戦
略
に
つ
い
て
は
、
現
在
取

り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
る
。
住
民
か

ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
、
外
部
有
識
者
か

ら
の
提
案
も
受
け
た
い
。
職
員
か
ら

は
約
八
十
件
の
提
案
が
あ
り
、
農
・
林
・

漁
業
関
係
か
ら
は
農
業
就
業
者
の
確
保

部
分
九
件
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

　

農
漁
業
体
験
研
修
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
は
、
独
自
で
作
る
こ
と
は
な
か
な
か

難
し
い
。
農
漁
業
の
研
修
は
、
国
の
制

度
を
利
用
す
る
こ
と
で
対
応
で
き
る
と

考
え
る
。

　
　

小
津
奈
木
の
白
ケ
浦
地
区
の
冠
水

対
策
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。
町
で
行
え

な
い
の
か
。

４月に行われた消防点検の様子

問

問

問

問

問

問 答

答

答

答

答

答
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行
政
改
革
の
経
過
内
容
と

予
算
の
審
議
方
法
は

本山真吾議員

小
中
学
校
の
部
活
な
ど
に

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
活
用
を

久村昌司議員

　
　

現
在
の
グ
ル
ー
プ
制
へ
と
組
織
改

革
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
は
ど
う
思
う
か
。

　
　

グ
ル
ー
プ
制
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
少

な
い
職
員
で
機
能
す
る
自
治
体
を
構
築

す
る
こ
と
で
あ
る
。
国
の
権
限
移
譲
が

進
む
中
、
十
年
前
と
二
十
％
以
上
業
務

は
増
加
し
て
い
る
。

　

デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
指
揮
命
令
、
責
任

の
所
在
が
分
か
ら
な
い
と
思
わ
れ
て
い

た
が
、
現
在
は
そ
れ
ぞ
れ
担
当
が
存
在

し
、
各
班
長
以
外
四
名
程
度
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
組
織
的
に
も
理
想
的
な
形

と
な
っ
て
い
る
。
現
在
の
職
員
数
は

平
成
二
十
三
年
四
月
改
正
後
、
定
数

八
十
七
名
か
ら
七
十
五
名
に
減
数
さ
れ

て
お
り
実
際
の
職
員
数
は
六
十
六
名
と

な
っ
て
い
る
。

　
　

小
中
学
校
で
部
活
の
練
習
試
合

な
ど
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
又
、
良

い
成
績
を
残
す
部
活
も
あ
る
。
最
近

は
親
が
共
働
き
の
家
庭
も
多
く
、
練
習

試
合
な
ど
の
配
車
に
苦
労
さ
れ
て
い

る
状
況
で
あ
る
。
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
の
一
環
と
し
て
、
試
合
な
ど
の
時

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
出
来
な
い
か
。

　
　

現
在
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
教
育
課

程
に
組
み
込
ま
れ
た
町
外
で
の
学
習

発
表
会
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
臨
時
運
行

を
行
っ
て
い
る
。
あ
く
ま
で
学
習
活

動
の
一
環
と
し
て
運
行
し
て
い
る
の

で
あ
り
、
休
日
等
の
部
活
動
に
よ
る

対
外
遠
征
試
合
は
任
意
の
自
発
的
活

動
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
保
護

者
の
管
理
と
責
任
の
も
と
で
行
う
の

が
適
切
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

ま
ず
は
通
学
の
便
に
供
す
る
の
が
一

番
の
目
的
で
あ
り
、
外
で
の
運
行
は

考
え
て
い
な
い
。

一　般　質　問

　
　

三
月
の
定
例
会
で
定
住
関
係
の

質
問
を
行
っ
た
が
、
そ
の
後
の
進
捗

状
況
を
伺
い
た
い
。

　
　

空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特

別
措
置
法
が
で
き
、
市
町
村
は
空
家
等

の
調
査
を
行
い
、
現
状
を
把
握
し
写
真

な
ど
搭
載
し
た
形
で
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

を
図
り
、
調
査
が
完
了
し
た
上
で
対
策

を
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　

定
住
促
進
の
補
助
金
の
復
活
は
ど

う
な
る
の
か
。

　
　

あ
く
ま
で
も
空
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム

に
出
そ
う
と
思
っ
て
い
る
補
助
金
で
あ

り
、
政
策
的
に
新
築
の
家
に
も
出
そ
う

と
思
っ
て
い
な
い
。
又
、
リ
フ
ォ
ー
ム

の
場
合
所
有
者
は
町
内
で
借
り
る
人
は

町
外
か
ら
の
人
で
あ
る
の
で
、
街
で
お

金
が
回
る
か
ら
考
え
て
も
良
い
と
思
っ

て
い
る
。
最
近
の
新
築
を
見
か
け
る
が

町
外
の
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
が
ほ
と
ん
ど

で
、
経
済
的
に
全
部
町
外
に
持
っ
て
行

か
れ
て
し
ま
う
。

　

税
金
と
は
、
大
体
公
共
の
た
め
に
使

う
も
の
で
あ
り
原
則
個
人
向
け
に
は
出

し
て
は
い
け
な
い
事
に
な
っ
て
い
る
た

め
あ
れ
も
こ
れ
も
と
い
う
事
は
出
来
な

い
。

　
　

各
課
の
担
当
課
か
ら
上
が
っ
て
い

く
事
案
は
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
予

算
化
さ
れ
る
の
か
。

　
　

予
算
編
成
は
、
津
奈
木
町
振
興
計

画
に
よ
る
町
の
方
針
、
国
の
施
策
、
住

民
か
ら
の
要
望
、
災
害
復
旧
の
四
つ
に

大
体
分
か
れ
る
。
各
課
で
予
算
を
計
上

し
、
総
務
課
企
画
財
政
班
に
よ
っ
て
費

用
対
効
果
な
ど
を
加
味
し
査
定
を
す
る
。

　

要
望
通
り
予
算
化
で
き
れ
ば
よ
い
が
、

な
か
な
か
百
％
と
い
う
の
は
で
き
な
い

と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
　

市
町
村
合
併
し
な
い
で
単
独
で

や
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
削
れ
る
と
こ

　
　

二
千
四
十
年
に
は
全
国
の
市
町
村

が
消
滅
の
危
機
に
瀕
す
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。
も
ろ
も
ろ
の
諸
問
題
、
業
務
の

円
滑
を
図
る
た
め
職
員
数
を
増
や
す
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

ろ
は
削
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
事
務

量
は
今
後
ま
す
ま
す
増
加
す
る
中
で
、

グ
ル
ー
プ
制
は
職
員
自
ら
が
採
用
し

た
。
権
限
移
譲
に
よ
っ
て
事
務
量
が
多

く
な
っ
た
中
、
職
員
は
頑
張
っ
て
い
る
。

能
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
研
修
な
ど
に

は
積
極
的
に
出
し
て
い
る
。
特
に
社
会

福
祉
分
野
に
つ
い
て
は
、
嘱
託
員
の
方

を
雇
っ
て
い
る
。
時
代
に
応
じ
て
人
数

を
増
や
し
た
り
、
あ
る
い
は
班
を
一
つ

設
け
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
得
る
。

問

問

問

問

問

問

問 答

答

答

答

答
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【７月】
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 15日 教育住民常任委員会
 29日～30日 水俣芦北地域振興計画に関する
  要望活動

【８月】
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 30日 第３回津奈木町議会定例会閉会

つなぎ　2015.9｜8

　四
月
二
十
六
日
の
町
議
会
議
員
選
挙
に
よ

り
、新
人
三
人
が
当
選
し
て
、議
会
の
若
返
り

が
図
ら
れ
新
鮮
な
空
気
が
議
場
に
漂
っ
て
い

る
中
、六
月
定
例
会
の
一
般
質
問
に
、六
名
の

議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。傍
聴
席
に
は
三
十

名
以
上
の
住
民
の
方
々
が
訪
れ
て
、議
場
は

大
変
な
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

  

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
い
る
者
と
し

て
心
強
く
思
い
、今
後
の
議
員
活
動
を
す
る

上
で
は
、住
民
の
声
を
よ
く
聞
い
て
負
託
に

応
え
る
た
め
に
頑
張
な
け
れ
ば
と
強
い
気
持

ち
を
持
ち
ま
し
た
。
　

　国
会
で
は
、安
全
保
障
関
係
の
法
案
が
審

議
さ
れ
、国
民
を
巻
き
込
ん
だ
論
争
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。私
た
ち
も
戦
後
七
十
年
を
迎

え
た
節
目
の
年
に
日
本
の
防
衛
、平
和
に
つ
い

て
真
剣
に
考
え
る
事
が
必
要
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　議
会
だ
よ
り
の
編
集
に
当
た
っ
て
は
、議

会
の
動
き
が
皆
さ
ん
に
伝
わ
る
よ
う
な
広
報

紙
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、皆
さ
ん
の
御

意
見
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

Ｙ
・
Ｋ

 

表
紙
の
写
真

　八
月
七
日
早
朝
、平
国
小
学
校
で
、く
ま
モ

ン
体
操
を
み
ん
な
で
踊
り
ま
し
た
。

　平
国
小
児
童
の
ほ
か
、地
区
住
民
や
町
内

か
ら
も
多
数
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
、く
ま

モ
ン
も
張
り
切
っ
て
踊
っ
て
い
ま
し
た
。
　

全員協議会各委員会

総務振興常任委員会調査研究

教育住民常任委員会調査研究       

平成２７年度事業説明会

第六次水俣・芦北地域振興計画説明会

四季彩駐車場の今後の活用を検討するため、
ＪＡ加工場等の現場視察を行いました。

赤崎地区で行われた「いってみゅう会」を視察
しました。参加されていた皆さんは、笑顔でとて
も楽しそうでした。

執行部より、平成２７年度の主な事業について
説明を受けました。

・福浦漁港防波堤
  整備事業　　　
・温泉センターリニ
  ューアル事業
・プレミアム付商品
  券発行事業
・光ブロードバンド
  基盤整備事業

平成２８年度からの第六次水俣・芦北地域振興計画
について、熊本県地域振興課及び芦北地域振興局と
の意見交換を行いました。
　　　 

      

委
員
長

　本
山

　真
吾

　
　
　副
委
員
長

　川
野

　雄
一

　
　
　委

　
　員

　久
村

　昌
司

　
　
　
　
　〃

　
　澤
井

　静
代

　
　
　
　
　〃

　
　上
村

　勝
法

議会広報委員


